
















































 フて 験 轄 黒
 本論文の実験結果は下記の5項目に分けて三己載した。L抗酸菌の一般的な微細構造。2.1園長小
 器官を中心とした涛体内構造の出現頻度。5、奏状小器官の形態かよび飽の構造との開運性。4.培
 養過程ヱともなった膜状小器官の変化。5.分離した網砲壁の微,細構」貨。各菌株にお・廿る漠状小器
 官の繊現頻度ン'形態および他の荷造との関連性などについては教量的に表現した。培養過程にと
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 もなった膜状小器官の変化については経時的グラフをもつて表現した。各菌株の超薄切片像およ
 び細胞壁Nega加▽e8むaini㎎像を写真にて示した。
 考繋'
 結核菌における電子顕微鏡試料作製法の問題点RigolacおよびEponが良好な包埋剤であ
 ること更に今後の検討が望まれることを述べた。膜状小器官がグラム陽性菌に普遍的て存在してい
 ると考えられること,分裂時の隔壁と関連性の深いこと,培養経過中対数増殖期に出現頻度の高
 いこと,この構造に種々の酵素の存在していることが解明されつつあること,更に動植物の膜系
 構造と対比させて考えられることから,この膜状小器官の機能は細菌増殖と深く関連して増減,
 形態変化している膜構造の一つであろうと考察した。その他薦株間の形態上の差違,特にヒト型
 結核菌恥7Ra株に癬づる最も典型的な蜂の巣型の膜状小器官と病原性との関連性など検討が望ま
 れる点にもふれた。細胞壁て観察されたFibrO囎s七rUCtUreは抗酸菌に特長的な構造だろう
 と考えた。
 ■
■
き
結 論
 ヒト懇誠菌嚇Ra株,ウシ型結痴細C闘本蜘トリ型菌Kirchわerg洗非定型抗酸菌
 Ph。t。c血r・m。ge、n(P-8)1朱,恥垢菌7ミコノ》テリウム伝衝1#漁よ乙細。carαiaa8te1π
 roiαeeの7菌株に蒔ける膜状小器官の形態変化を中心として菌体構造の比較観察を行い次のこ
 とを知った。て.試料とした菌株のすべてに膜状小器官が存在する。2.菌株の間で膜状小器官の切
 片像を比較すると,前者4株では蜂の巣型で出現頻度高ぐ(25G%～14、5%)テ核部位と接
 している像も多レ・(9Z5%、74・5%)。後者5藷ては単純な輪状型O膜状小器官であり・出
 現頻度低ぐ(ao%～6.5%),核部位と接している像も少なかった。(554%～O%)。
 三ミコパクテリウム伝研株においてDUDOa培地を用い培養過程を追って形態観察すると,.膜状
 小器官,分裂時隔壁かよび電子線領粒の出現頻度は対数i蘭壼期匹おいて高く定常期に入って低下
 していぐことが認められた。4.Nega七ive載aining法レて.ヒりBCGかよぴ総堀菌の細胞壁を
 観察すると,巾100三〕の明:澄なFi'brOuε8七ructureが1脚察された。
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 審査結果の要旨
 電子顕微鏡的親祭により,細菌の微細留造の中て最も注目すべきものの一つである膜状小器官に
 ついての追求観察は現在まだ不充分な段階にとどまっていた。著者は・結核菌にむける電子顕微鏡
 試料作製上の困雌を克服して,各種抗酸菌に赴ける膜状小器官の存在の有無形態比較を中心とし,
 輿に培養過程にともなって現われる形態変化をも追求観察することを目的としていろ。形態変化を
 より適確に表わすため数量的表現方法を試みた。
 代表的な菌株としてとト型結核菌H凹Ra株・ウシ型結核菌BGG日本・臨トリ型菌雁rChb∈㎎
 株,非定型抗酸菌Pho七〇cbro皿ogenlP-8)株,恥据苗,ミコバクテリウム伝研株,及び類
 縁菌としてNocardiααsteroi己esの7菌株を試料とした6各菌株の培養条件を揃えるこ
 とに努力し,また増殖過程を追って経時的に観察を行った。数多くの予備実験の結果電子顕微鏡
 試料作製法として,Polyes七er樹脂・Rigolacを使用した包埋法により最も良好な超薄切
 片餓を得ることができ,全ての菌株に適用した。すなわち,次の結論が得られた。(1,試料とした
 菌株のすべてに膜状小器官が存在する。(2)菌株の間で膜状小器官の切片像を比較すると前者4株で
 は蜂の巣型で出現頻度高く125%～哩4.5%),核部位と接している像も多い{9Z5%～
 74.5%)後者5株では単純な輪状型の膜状小器官であり,出現頻度低く{ao%、55%),核
 部位と接している像も少なかった(53.4%㌔0%),(3)培養過程を追って形態観察すると,膜
 状小器官,分裂時隔壁繍び電イ線顆粒の出現頻度は対数増殖期にかいて高く定常的に入って低下し
 ていくことが認められた。(4)Negati▽e6tainiロ9法により,BGG及び恥垢菌の細胞壁
む
 を確窮すると,巾100Aの明瞭なFibrous8七ructureが観察された。更に,この構造
 1て種々の酵素が存在すること及び動植物畑胞の膜系構造と対比させ得ること等から膜状小器官の機
 能についても考察を加えた。
 本研究は結核菌に蔚ける電子顕微鏡試料作製条件の困難を克服しその技術的成果の上に立って細
 菌昭デいて最も注目されはじめている小器官即ち膜状小器官についてその存在形態を追求観察した。
 この分野の研究を進めた意義は大である。
 よって木霊:書1文は学位授与に値するものと認められる。
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